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自由民主党千葉市議会議員団 

◎第１４回千葉市「花の旅団」の活動 

 ２０１８年１１月２２日から２５日ま

で３泊４日で台湾・新北市、台北市、花

蓮市を訪問し、桜の植樹をはじめとした

国際交流活動を行なって参りました。 

 この植樹ツアーは、２００５年から始

めた千葉市「花の旅団」の第１４回目

で、過去８回は千葉市の友好都市である

中国呉江市で行い、台湾・新北市での植

樹は昨年に続き６回目でした。［今回の

参加者数：１２名］ 

 行程は２２日に日本を出発し、台湾・

台北市に到着。２３日は新北市坪林区緑

光農園を訪問し、新北市の方々と共に記念植樹を実施し、そして新北市主催の昼食

会。その後同市平渓区へ移動し、十分瀑布を見学の後、十分にて天燈（ランタン）上

げを実施。その後台北市に戻り、新北市との夕食会を開催。２４日は日帰りで花蓮市

を訪れ、太魯閣渓谷や七星潭海岸を視察・散策。夜、台北市に戻り、夕食後、地下鉄

を利用して士林に移動し士林夜市を散策。２５日は台北市内で、中正祈念堂などを見

学の後、空港に移動し、夜、成田に帰国しました。 

 今回の訪問は最終日（２５日）を除き、何れも雨の日で、記念植樹も雨の中実施す

るというアクシデントに見舞われましたが、一定の成果を挙げられたと思います。 

 これからも、千葉市「花の旅団」の活動を通じて、市民レベルの草の根の国際交流

を続けていくことで、少しでも国際友好親善の一助になればよいかと思います。 

 これからもご支援・ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

広げよう国際交流・友好親善の輪！！ 
台湾・新北市で桜の植樹を実施しました。 

新北市坪林区緑光農園にて記念植樹の様子 

記念植樹の現場にて 夕食会にてお土産の贈呈 昼食会場のレストランの前で 
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 新北市坪林区は、面積１７１ｋ㎡。人口６５００人の

新北市の東北部の山間部に位置する区で、２０１０年に

新北市に改編されるまでは坪林村（坪林郷）でした。   

 坪林区は包種茶の産地として知られており、丘陵地帯

を利用して茶葉が栽培されている台湾北部を代表する茶

所です。また坪林老街（区の中心部）は台北と宜蘭を結

ぶ山間の道（北宜公路）の中間地点として、栄えており

ましたが、台北と宜蘭を結ぶ雪山トンネルの開通によ

り、現在は往時の面影を残すだけとなっております。 

◎新北市坪林区について 

◎緑光農園について 

 緑光農園は新北市坪林区の丘陵地帯の山頂にある茶畑

で、陳陸合さんご一家が経営されております。 

 お伺いした日は雨だったので、農園の見学ができず、

紹介ビデオを見せていただきましたが、農園は台北の水

瓶と呼ばれる千鳥湖を見下ろせる場所に位置することか

ら多くの動植物に恵まれていること。水源を守るため、

農薬は使わず自然農法で茶葉を栽培していることが紹介

されました。また、農園の中には、茶葉を乾燥させ、

ウーロン茶などを作る製造設備もありました。 

台湾の茶摘みの格好をして 

緑光農園にて 

 今回の訪問は、４年に１回の台湾の統一地方選挙［投票日：１１月２４日（土）］

◎編集後記 

千葉日報朝刊 ２０１８年１２月１日 

が行われている時期に重なり、新北市

でも、市長選と市議選が行われている

真っ最中で、植樹当日（２３日）も、

投票日が翌日なので、国際交流課の担

当者も植樹と交流会の後、すぐに役所

に戻り、開票準備作業に駆り出さされ

るとのことでした。 

 また今回の植樹は、台湾の茶摘みの

格好をして行うことになり、藁で編ま

れた茶摘みの帽子をかぶり、竹で編ま

れた茶摘み入れを腰につけ、その上か

ら雨合羽を羽織りました。 

 その時の写真を掲載しましたが、ま

るで「仙人」になった気分でした。 


